
セグメント別事業概況

 事業別の収益構成比※1

2.4%

7.2%

4.6%

2.2%

投資事業

△83億円
前期は△167億円

次世代事業

△50億円
前期は△33億円

0

税引前利益 事業別の従業員構成比

10,314億円  前期比 ＋22.0% 収益

金融サービス事業

884億円  前期比 ＋140.8% 収益

投資事業

571億円  前期比 ＋88.5% 収益

暗号資産事業

294億円  前期比 ＋5.3% 収益

資産運用事業

266億円  前期比 ＋1.5% 収益

次世代事業

金融サービス事業

1,650億円
前期比 +8.5%

資産運用事業

48億円
前期比 △52.2%

暗号資産事業

 84億円
前期は△184億円

83.6%

金融サービス事業 16,614名

資産運用事業 357名

投資事業 1,149名

暗号資産事業 242名

次世代事業 472名

収益

12,105億円

※1 　セグメント別の収益構成比率は、各セグメントの収益合計に対する構成比率を記載しています。
※2 　全社共通人員など263名を含めています。

（2024年3月期）
SBI GROUP AT A GLANCE

グループ従業員数

19,097※2
名
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400

税引前利益の内訳

保険関連事業
66億円

1,600

800

1,200

（億円）

2024年3月期

銀行関連事業
853億円

証券関連事業
666億円

証券関連事業
SBI証券
SBIリクイディティ・マーケット（SBI LM）
SBI FXトレード（SBI FXT）
SBIマネープラザ
SBIネオトレード証券
FOLIOホールディングス 
SBIベネフィット・システムズ
ジャパンネクスト証券
大阪デジタルエクスチェンジ
FPT Securities Joint Stock Company
SBI Royal Securities
SBI Thai Online Securities
PT BNI SEKURITAS 

銀行関連事業
SBI新生銀行
新生フィナンシャル
アプラス
昭和リース
ダイヤモンドアセットファイナンス
住信SBIネット銀行 
SBIアルヒ
SBI貯蓄銀行
SBI Bank

SBI LY HOUR BANK
TIEN PHONG COMMERCIAL JOINT  
STOCK BANK（TPBank）
SBI地銀ホールディングス

保険関連事業
SBIインシュアランスグループ
SBI損害保険
SBI生命保険
SBIいきいき少額短期保険
SBI日本少額短期保険
SBIリスタ少額短期保険
SBIプリズム少額短期保険
SBI常口セーフティ少額短期保険
SBIペット少額短期保険※

Ly Hour SBI Insurance

その他金融サービス関連事業
SBIネオファイナンシャルサービシーズ
SBI FinTech Solutions
SBIレミット
SBIビジネス・ソリューションズ
SBI Ripple Asia

主要企業

1,650 その他・負ののれん等
66億円

10,314億円
前期比 ＋22.0%

 1,650億円
前期比 ＋8.5%※

※ 2023年3月期には、ALBERT株式売却益51億円および住信SBIネット銀行のIPOにおける売出
しに伴う株式売却益107億円が、2024年3月期には、住信SBIネット銀行のIPOに際して実施し
たオーバーアロットメント分の売出しによる株式売却益15億円がそれぞれ含まれており、これら
の特殊要因の影響を考慮すると同＋20.0％

収益 税引前利益

証券関連事業
  SBI証券は、2023年9月30日発注分からオンラインでの
国内株式売買委託手数料の無料化（ゼロ革命）を開始し
たにも関わらず、前期比で増収増益を達成
  SBIグループの証券総合口座数は加速度的に増加し、国
内初となる1,200万口座を突破。また、「ゼロ革命」の開
始や新NISAの追い風もあり、2024年3月期第4四半期
の新規口座開設件数は77万口座と四半期として過去最
高を記録

  金融収益やトレーディング収益、および投資信託残高は
それぞれ過去最高を達成し、代替収益源の強化は着実
に進展
  SBI証券では新たな収益機会の創出に向け、法人や富裕
層顧客を対象とした営業全般から運営管理まで一貫し
て業務を遂行するウェルス・マネジメント部を開設 

銀行関連事業
  SBI新生銀行は、法人業務における貸出残高の増加によ
る収益の拡大やアプラスの割賦収益の増加等に伴い、日
本会計基準において前期比で大幅な増収増益を達成。
実質業務純益は13年ぶりに1,000億円を突破

  住信SBIネット銀行については、2023年3月の東京証券
取引所スタンダード市場への上場に伴い当社グループ
の所有比率が減少（50％→34.19％）。引き続き住宅
ローン事業が堅調に拡大しており、IFRSベースの持分
法による投資利益として約45億円を計上

  カンボジアのSBI  LY  HOUR BANKやベトナムの
TPBank等の海外の銀行子会社では、市場環境や各国
の情勢を踏まえた慎重な事業運営に注力し、安定した収
益力を維持
  韓国のSBI貯蓄銀行は、基礎的収支は堅調に推移したも
のの、引き続き韓国国内の景況悪化に伴う信用悪化と延
滞増加による貸出償却負担の増加などが影響し前期比
で減益

保険関連事業
  SBIインシュアランスグループは、保有契約件数の堅調
な増加により、日本会計基準において経常収益、経常利
益、親会社株主に帰属する当期純利益がいずれも過去
最高を記録

  2024年3月期は、普通配当15円に上場5周年の記念配
当3円を加えた18円の期末配当を実施

2024年3月期の事業概況

金融サービス事業

0

※旧 住生活少額短期保険

※億円未満四捨五入
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セグメント別事業概況

294億円
前期比 ＋5.3%

収益

884億円
前期比 ＋140.8%

収益

48億円
税引前利益

△83億円
税引前利益

運用資産残高の推移

公正価値評価の変動による
損益および売却損益の内訳

SBIインベストメント
新生企業投資
SBI VENTURES SINGAPORE 

SBI VEN CAPITAL 

SBI Investment KOREA 

思佰益（中国）投資有限公司
思佰益（北京）創業投資管理有限公司

主要企業

前期比 △52.2%

2023年3月期 2024年3月期

公正価値評価の変動による
損益および売却損益 △14,358 △4,930

上場銘柄 △32,538 7,929

未上場銘柄 18,181 △12,859

（百万円）

（億円）

2020年 
3月末

2021年 
3月末

2023年 
3月末

2022年 
3月末

17,245
28,636

9,609
4,596

46,920

11,443

13,654

43,205

11,080

 プライベート・エクティ等
 SBIレオスひふみ

 SBIグローバルアセットマネジメント・グループ 
 SBI岡三アセットマネジメント

前期は△167億円

SBIグローバルアセットマネジメント
SBIアセットマネジメント
ウエルスアドバイザー
Carret Asset Management

SBIレオスひふみ

主要企業

  2023年3月期にSBIグループ入りしたSBI岡三アセットマネ
ジメントの業績が通期で寄与したこと等により、過去最高の
収益を達成

  2023年3月期に「モーニングスター」ブランド返還により受
け取った対価80億円の収益が剥落したことにより、税引前利
益は前期比で減少

  レオス・キャピタルワークスは、2024年4月1日より「SBIレオ
スひふみ（株）」を完全親会社とした持株会社体制へ移行

2024年3月期の事業概況

  一部未上場銘柄については前期の反動から評価損を計上し
たものの、上場銘柄の回復によって公正価値評価の変動によ
る損益および売却損益は前期比で改善
  SBIリーシングサービスが運営する匿名組合における外貨建
借入から生じる為替差損を△79億円を計上

2024年3月期の事業概況

21,841

44,390

61,418

78,841

SBI FinTech Incubation

SBIデジタルストラテジック 
インベストメント
SBIリーシングサービス※

※ SBIリーシングサービスは、2025年3月期から金融サービス事業へ移管

2024年 
3月末

8,018

59,224

13,688

17,163

98,093

0 6,8246,145 7,133

レオス・キャピタルワークス
SBI岡三アセットマネジメント
SBIオルタナティブ・ 
アセットマネジメント
SBI-Manアセットマネジメント

資産運用事業

投資事業
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571億円
前期比 ＋88.5%

収益

84億円
税引前利益

バイオ・ヘルスケア＆メディカルインフォマティクス事業 
各社の税引前利益（IFRS）

266億円
前期比 ＋1.5%

収益

△50億円
税引前利益

前期は△184億円

2023年3月期 2024年3月期

SBIバイオテック △205 △271

5-ALA関連事業 △929 △1,977

SBIファーマ △1,245 △2,919

SBIアラプロモ 195 55

海外子会社 121 887

（百万円）

前期は△33億円

  バイオ・ヘルスケア＆メディカルインフォマティクス事業で
は、5-ALA関連事業において健康食品事業用の原料在庫の
評価替えに伴う特別損失を計上

  SBIアラプロモは2025年度の上場を目指し準備中

2024年3月期の事業概況

SBIファーマ
SBIアラプロモ
SBIバイオテック
メディカル・データ・ビジョン
SBIデジタルアセットホールディングス
SBIセキュリティ・ソリューションズ
SBI DIGITAL MARKETS

ASIA DIGITAL EXCHANGE HOLDINGS

主要企業

SBI R3 Japan

SBINFT

SBIウェルネスバンク
SBIスマートエナジー
SBIトレーサビリティ
まちのわ

SBI VCトレード
ビットポイントジャパン
B2C2

SBIアルファ・トレーディング
HashHub

主要企業

  好調な暗号資産マーケットを背景に、海外の暗号資産取引フ
ローを取り込んだB2C2の貢献等により、大幅な増収を達成
  2024年3月期中にSBI VCトレードで6銘柄、BITPOINTで5
銘柄の新規取り扱いを開始したほか、ステーキングサービス
も好調に推移し、暗号資産取引事業における商品の多角化
が進展

  SBI VCトレードとBITPOINTを合算した預り残高は、2024
年3月期末で2,600億円を突破

2024年3月期の事業概況

＝SBI VCトレードでの取り扱い銘柄　 ＝BITPOINTでの取り扱い銘柄

（計23銘柄） （計24銘柄）

暗号資産事業における取り扱い銘柄（2024年6月末現在）

合計取り扱い銘柄数：33銘柄

 XLM

 OAS

 XDC

 XTZ

 AVAX

 DAI

 TRX

 JMY

 DEP

 KLAY

 GXE

 IOST

 BAT

 TSUGT

 TON

 OSHI

 BTC

 FLR

 ETH

 LTC

 XRP

 BCH

 DOT

 SOL

 LINK

 ADA

 MATIC

 SHIB

 ATOM

 DOGE HBAR

 APT

 ZPG

暗号資産事業

次世代事業
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